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お
よ
そ
美
術
の
学
校
で
あ
る
か
ら
に
は
、
展
示
施

設
は
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
美
校
開
校
直
後
の

明
治
二
三（
一
八
九
〇
）年
の
頃
は
、
一
二
、八
五
四

坪
強
の
敷
地
に
東
京
教
育
博
物
館
の
お
古
の
建
物（
教

場
六
一
七
坪
強
、
事
務
室
七
〇
坪
強
、
諸
建
物
計

二
〇
〇
坪
強
）と
新
築
の
金
工
・
漆
工
場（
一
八
四
坪
）、

鋳
物
場（
五
六
坪
）、
同
仕
上
場（
七
〇
坪
）が
あ
る
の

み
だ
っ
た
。
年
と
と
も
に
教
官
や
生
徒
、
卒
業
生
の

制
作
活
動
が
活
発
化
し
、
展
示
施
設
は
是
非
と
も
必

要
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
僅
少
の
学
校
予
算
で
は
如

何
と
も
し
が
た
い
。
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
急
遽
作
ら

れ
た
の
が
校
友
会
倶
楽
部
。
校
地
の
南
東
隅
、
今
、

総
合
工
房
棟
が
建
っ
て
い
る
あ
た
り
に
あ
っ
て
、
総

檜
造
八
八
坪
強
の
建
物
だ
っ
た
と
い
う
。
か
ろ
う
じ

て
残
っ
て
い
た
写
真
と
簡
略
な
平
面
図
を
上
野
勝
久

教
授
に
ご
覧
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、平
屋
建
、寄
棟
造
、

四
周
下
屋
庇
、
桟
瓦
葺
と
い
う
構
造
だ
と
い
う
。
も

と
は
岡
倉
天
心
や
ビ
ゲ
ロ
ウ
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
ら
が
深

く
帰
依
し
た
三
井
寺
法
明
院
住
職
の
桜
井
敬
徳
僧
都

の
た
め
に
、富
豪
の
ビ
ゲ
ロ
ウ
が
小
石
川
原
町
に
「
円

密
道
場
」
を
建
て
て
寄
進
し
よ
う
と
し
、
そ
の
骨
組

み
が
で
き
る
か
で
き
な
い
か
の
時
、
敬
徳
が
遷
化（
明

治
二
二
年
一
二
月
）、
ま
た
、
ビ
ゲ
ロ
ウ
も
帰
国
し
て

計
画
が
宙
に
浮
い
て
し
ま
っ
た
た
め
、
天
心
の
先
輩

官
僚
で
美
校
商
議
委
員
で
も
あ
っ
た
高
嶺
秀
夫
が
仲

介
の
労
を
と
っ
て
明
治
二
五
年
の
夏
に
美
校
が
譲
り

受
け
、
移
築
・
完
成
さ
せ
た
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
建
物
は
校
友
会
の
会
合
や
展
覧
会
に
よ
く
使

わ
れ
た
ら
し
い
。
明
治
二
、三
〇
年
代
の
東
京
に
は

ま
だ
作
品
展
示
に
相
応
し
い
施
設
は
な
く
、
比
較
的

多
数
展
示
で
き
る
施
設
と
し
て
は
上
野
公
園
竹
の

台
、
つ
ま
り
今
の
噴
水
と
都
美
術
館
の
中
間
あ
た
り

に
あ
っ
た
旧
博
覧
会
五
号
館（
の
ち
竹
の
台
陳
列
館
と

改
称
）と
日
本
美
術
協
会
の
陳
列
場
が
あ
っ
た
く
ら
い

で
、
小
規
模
の
展
示
に
は
附
近
の
料
亭
な
ど
が
使
わ

れ
た
。
一
般
の
美
術
団
体
が
最
も
よ
く
使
っ
た
旧
博

覧
会
五
号
館
は
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
と
き
に

作
ら
れ
た
建
物
の
一
つ
を
管
轄
者
の
帝
国
博
物
館
が

展
示
施
設
と
し
て
残
し
た
も
の
で
、い
わ
ば
長
い
掘
っ

立
て
小
屋
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
が
、
大
正
一
五

（
一
九
二
六
）年
に
東
京
府
美
術
館（
今
の
都
美
術
館
）

が
で
き
る
ま
で
は
、
皆
や
む
な
く
そ
こ
を
使
っ
た
。

そ
の
よ
う
に
侘
し
い
情
況
で
あ
っ
た
か
ら
、
校
友

会
倶
楽
部
の
存
在
価
値
は
大
き
く
、
歴
史
的
意
義
の

あ
る
展
覧
会
も
開
か
れ
た
。
た
と
え
ば
、
ま
ず
明
治

二
五
年
秋
の
日
本
青
年
絵
画
協
会
第
一
回
共
進
会
の

開
催
で
あ
る
。
こ
の
会
は
諸
画
塾
の
若
手
門
生
た
ち

が
天
心
校
長
を
会
頭
に
戴
い
て
結
成
し
た
も
の
で
、

四
年
後
の
二
九
年
春
に
美
校
絵
画
科
卒
業
生
下
村
観

山
、
横
山
大
観
、
菱
田
春
草
ほ
か
の
面
々
と
連
携
し

て
日
本
絵
画
協
会（
天
心
副
会
頭
）に
発
展
、
展
覧

会
を
重
ね
て
日
本
画
革
新
派
と
し
て
の
鮮
や
か
な
足

跡
を
記
し
、
そ
れ
が
院
展
と
文
展
日
本
画
部
門
へ
と

繋
が
っ
て
行
く
。
ま
た
、
日
本
近
代
彫
刻
史
上
最
初

の
革
新
団
体
と
し
て
歴
史
に
登
場
す
る
青
年
彫
塑
会

（
天
心
会
長
）が
明
治
三
〇
年
秋
に
旗
揚
げ
の
展
覧
会

を
開
い
た
の
も
こ
こ
で
あ
る
。
美
校
彫
刻
科
卒
業
生

た
ち
の
意
欲
作
と
教
官
の
応
援
出
品
作
四
〇
余
点
が

展
示
さ
れ
、
彫
刻
革
新
の
気
運
を
世
に
告
げ
た
。
同

三
四
年
に
は
同
会
の
後
身
に
当
た
る
彫
塑
会
が
第
二

回
展
を
こ
こ
で
開
く
に
当
た
っ
て
、
竹
の
台
方
面
か

ら
来
て
美
校
正
門（
今
の
正
木
記
念
館
と
黒
田
記
念

館
の
間
あ
た
り
に
あ
っ
た
）を
通
ら
ず
直
接
倶
楽
部

へ
行
け
る
よ
う
に
と
、
動
物
園
寄
り
の
校
地
境
界
土

手
を
削
っ
て
木
造
黒
漆
塗
り
の
門
を
作
り
、
美
校
に

寄
附
し
た
。
日
本
橋
麒
麟
像
の
作
者
と
し
て
名
を
残

す
渡
辺
長
男
が
寄
附
者
代
表
と
な
っ
て
い
る
。な
お
、

美
校
の
卒
業
制
作
や
平
常
制
作
、
特
別
企
画
展
の
展

示
に
は
教
室
が
使
わ
れ
た
。

こ
の
歴
史
的
意
義
の
あ
る
倶
楽
部
が
芸
大
大
改
築

計
画
の
た
め
昭
和
三
〇
年
代
半
ば
に
取
り
壊
さ
れ
て

し
ま
っ
た
の
は
残
念
だ
が
、
考
え
て
み
れ
ば
大
正
三

年
の
校
舎
全
面
改
築
・
開
校
満
二
五
年
記
念
式
典
の

際
の
卒
業
生
賛
助
会
の
醵
金
に
よ
る
大
幅
な
増
改
築

（
平
屋
建
二
七
坪
強
、
二
階
建
二
二
坪
強
増
築
）や
昭

和
七
年
和
田
英
作
校
長
時
代
の
大
修
理
が
あ
っ
た
だ

け
で
な
く
、
敗
戦
直
後
に
は
家
屋
を
失
っ
た
教
官
や

生
徒
、
卒
業
生
が
住
み
着
き
、
荒
れ
放
題
と
な
っ
て

い
た
か
ら
、
取
り
壊
さ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

作
品
展
示
施
設
の
昔

第
十
六
回

平
成
十
一
年
に
大
学
美
術
館
が
開
館
す
る
ま
で
、
美
校
・
藝
大
の
校
内
で

美
術
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
は
可
能
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

吉
田
千
鶴
子

校
友
会
倶
楽
部

美
術
館
を
美
校
内
に
建
設
？
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美
術
界
待
望
の
東
京
府
美
術
館
が
完
成
し
た
の
は

大
正
一
五
年
五
月
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
美
術
界
か
ら

の
度
重
な
る
美
術
館
建
設
要
求
に
対
し
て
予
算
が
な

い
旨
の
回
答
を
繰
り
返
し
て
い
た
東
京
府
知
事
に
、

突
如
福
岡
県
若
松
市
の
篤
志
家
佐
藤
慶
太
郎
が
建
設

費
百
万
円
を
寄
附
し
た
こ
と
に
よ
り
建
設
計
画
が
始

ま
っ
た
も
の
だ
が
、
最
初
は
府
が
美
校
敷
地
の
一
部

を
借
り
て
建
て
る
予
定
だ
っ
た
。
本
学
に
残
る
「
東

京
府
美
術
館
建
設
敷
地
関
係
書
類
」
に
よ
る
と
、
大

正
十
二
年
七
月
に
宇
佐
美
勝
夫
東
京
府
知
事
が
美
校

校
長
正
木
直
彦
に
校
地
借
用
願
い
を
提
出
し
て
い

る
。
そ
れ
を
見
る
と
、
美
校
敷
地
の
東
南
二
〇
〇
七

坪
強
に
屏
風
坂
通
り
向
き
に
三
つ
の
階
段
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
を
も
つ
一
二
六
六
坪
の
建
物
を
作
る
計
画
だ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
を
正
木
は
美
校
の
展
示
に

便
宜
を
図
る
な
ど
種
々
の
条
件
付
き
で
承
諾
し
、
文

相
も
許
可
を
下
し
た
。
し
か
し
、
美
術
館
が
出
来
る

と
美
校
は
敷
地
を
大
幅
に
狭
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、
美
術
館
と
し
て
は
面
積
が
足
り
な
い
な
ど
、
最

美校校友会倶楽部　取り壊し寸前に撮影されたものらしい。
東京府美術館
美校文庫閲覧室
展示コーナーが設けられ芳崖作「不動明王」が展示されている。
美校陳列館　完成直後に撮影されたものらしい。

1.
2.
3.

4.

文
部
省
に
申
し
入
れ
、
設
計
は
前
出
の
岡
田
信
一
郎

が
担
当
し
て
展
示
向
き
の
無
窓
壁
・
天
窓
採
光
構
造
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
、
外
壁
ス
ク
ラ
ッ
チ

タ
イ
ル
貼
り
の
建
物（
建
坪
六
五
坪
）が
作
ら
れ
た
の

で
あ
っ
た
。
開
館
か
ら
半
年
ば
か
り
た
っ
た
頃
、
正

木
は
大
英
博
物
館
東
洋
部
長
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ビ
ニ
ヨ

ン
夫
妻
や
ド
イ
ツ
大
使
夫
妻
、
サ
ム
ス
ン
夫
妻
を
陳

列
館
の
古
物
展
示
と
文
庫
の
絵
画
展
示
に
案
内
し
、

ま
た
、
李
王
殿
下
を
陳
列
館
の
楽
浪
出
土
品
展
示
に

案
内
し
た
こ
と
な
ど
を
日
記
に
記
し
て
い
る
。
長
年

の
努
力
の
結
実
で
あ
る
こ
の
建
物
に
賓
客
を
案
内
で

き
る
こ
と
を
正
木
は
誇
り
に
思
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

な
お
、
昭
和
一
〇
年
に
は
正
木
記
念
館
が
完
成
、
そ

の
一
階
が
展
示
室
と
な
り
、
大
学
昇
格
後
の
同
四
一

年
に
芸
術
資
料
館
が
完
成
し
て
展
示
場（
兼
通
路
）が

設
け
ら
れ
、
平
成
十
一
年
に
至
っ
て
一
躍
大
学
美
術

館
の
開
館
と
な
る
。
そ
の
間
の
経
緯
は
ま
た
い
ず
れ

適
任
者
が
紹
介
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

（
藝
大
総
合
芸
術
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
特
別
研
究
員

・
美
術
学
部
教
育
資
料
編
纂
室
）

文
庫
・
陳
列
館
・
正
木
記
念
館

初
か
ら
こ
の
計
画
に
は
無
理
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
大

正
一
三
年
一
月
の
正
木
宛
府
知
事
文
書
で
は
早
く

も
計
画
を
中
止
し
、
上
野
公
園
内
二
本
杉
原
の
土
地

四
〇
〇
〇
坪（
今
、
都
美
術
館
が
建
っ
て
い
る
土
地
）

を
無
償
借
用
す
る
許
可
が
下
り
た
と
い
う
告
知
が
な

さ
れ
て
い
る
。
か
く
て
府
美
術
館
は
美
校
建
築
科
教

授
岡
田
信
一
郎
設
計
監
督
、
大
林
組
の
工
事
請
負
に

よ
り
八
四
万
円
を
費
や
し
て
建
設
さ
れ（
の
ち
増
築
、

一
九
七
五
年
全
面
改
築
）、
美
校
の
隣
り
に
威
風
堂
々

た
る
姿
を
現
わ
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
建
物
は
後

述
の
美
校
陳
列
館
、
隣
り
の
黒
田
記
念
館
と
と
も
に

岡
田
信
一
郎
の
美
術
館
三
部
作
と
称
さ
れ
た
も
の
だ
。

新
作
の
み
な
ら
ず
教
育
・
研
究
の
参
考
標
本（
古

美
術
そ
の
他
）の
展
示
施
設
を
設
け
て
美
校
内
外
の

人
々
の
観
覧
に
供
し
た
い
と
い
う
こ
と
は
天
心
校
長

が
早
く
か
ら
唱
え
て
い
た
こ
と
だ
が
、彼
の
失
脚
後
、

美
校
当
局
は
そ
の
遺
志
を
受
け
継
い
で
、
明
治
三
三

年
か
ら
「
東
京
美
術
学
校
年
報
」
に
お
い
て
陳
列
場

な
い
し
陳
列
館
新
設
の
要
請
を
始
め
た
。
要
請
文
の

う
ち
特
に
同
三
九
年
の
も
の（『
東
京
芸
術
大
学
百
年

史
』
東
京
美
術
学
校
篇
第
二
巻
三
三
一
頁
所
載
）は
、

翌
年
開
始
と
決
ま
っ
た
校
舎
大
改
築
の
一
環
と
し
て

参
考
標
本
展
示
と
生
徒
成
績
品
展
示
の
た
め
の
陳
列

館
を
新
設
し
て
欲
し
い
と
い
う
、
熱
誠
溢
れ
る
文
で

あ
っ
て
、
一
読
を
お
勧
め
し
た
い
。
し
か
し
、
そ
の

後
、
旧
帝
国
図
書
館
の
敷
地
・
建
物
の
移
管
を
受
け

て
で
き
た
文
庫（
今
の
赤
レ
ン
ガ
一
、二
号
館
）の
一

部
に
参
考
標
本
を
少
々
展
示
で
き
る
よ
う
に
は
な
っ

た
も
の
の
、
陳
列
館
新
設
要
請
は
一
向
に
認
可
さ
れ

ず
、三
〇
年
近
く
涙
ぐ
ま
し
い
要
請
を
続
け
た
挙
句
、

漸
く
四
万
円
余
り
の
小
額
予
算
が
下
り
て
、
昭
和
四

（
一
九
二
九
）年
三
月
に
今
の
陳
列
館
が
完
成
し
た
。

建
設
の
際
、
正
木
直
彦
は
文
部
省
建
築
課
の
建
築
技

能
に
信
を
置
か
ず
、
美
校
が
直
接
建
築
に
当
た
る
旨

1

2

3

4




